
生活手段であるバス交通を活性化させることで、市民の暮らしを守り抜く 

 １．バス交通活性化協議会での見直し計画の策定 （～平成２７年８月） 

平成２７年度３月補正予算の概要 

補正前の額 補正額 補正後の額 

一 般 会 計 314億3,701万円 11億1,480万円 325億5,181万円 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 111億6,300万円 6億3,817万円 118億 117万円 

介 護 保 険 特 別 会 計 65億9,447万円 △1億7,603万円 64億1,844万円 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 10億4,601万円 2,854万円 10億7,455万円 

水 道 事 業 会 計 26億3,737万円 116万円 26億3,853万円 

  収益的支出 19億  907万円 116万円 19億1,023万円 

下 水 道 事 業 会 計 48億5,358万円 90万円 48億5,448万円 

  
収益的支出 27億4,278万円 72万円 27億4,350万円 

資本的支出 21億1,080万円 18万円 21億1,098万円 

国の補正予算に伴う補助金を活用した事業 その他 

年金生活者等支援臨時福祉給付金 2億7,240万円 北播磨総合医療センターの運営 1億8,971万円 

学校・幼稚園施設の改修（耐震化・トイレ改修等） 2億4,299万円 ホースランドパーク・エオの森研修センターの空調改修等 3,800万円 

地方創生加速化交付金を活用した事業 1億8,669万円 別所ゆめ街道カフェテラス等の指定管理 
(債務負担限度額) 

2,700万円 

保育所運営費の追加 3,843万円 自由が丘中公園わくわくステーションの増築 1,900万円 

情報セキュリティ対策の強化 3,060万円 福井コミュニティセンターの周辺整備 1,500万円 

 国の補正予算に伴う補助金を活用して、６５歳以上の年金生活者等を支援するための給付金や、学校施設の耐震化
などのほか、地方創生加速化交付金を活用し、三木の創生を前倒しで行うための事業などを計上しました。 

● 補正予算の規模 

● 主な内容 


